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研究成果の概要（和文）：第一に、これまで収集してきたアカン語アサンテ方言のデータの追加調査、編集作業を行い
、今年度中に語彙集を刊行できる見通しである。これは、アカン語‐英語‐日本語の世界初の語彙集となり、また、声
調記号、名詞のクラスなどの情報も付した、唯一の現代アカン語の語彙集となる。第二に、ガーナ沿岸部における現地
調査により、ファンテ方言の語彙および所有名詞形、動詞活用形を記述、収録、データ化した。このデータをアサンテ
方言のデータと統合し、両方言の比較研究の基盤を整えることができた。第三に、アサンテ方言とファンテ方言のデー
タを用いた対照研究により、名詞の声調に関する2回の学会発表を行った。

研究成果の概要（英文）：Firstly, based on the data of the Asante dialect of Akan I had collected so far, I
 did additional research and editing on this. It is hoped that an Akan Vocabulary will be published within
 this academic year. It will be the world's first Akan-English-Japanese vocabulary with tone marks, noun c
lasses, and other features. Secondly, by conducting fieldwork on the coastal area of Ghana, I have collect
ed, recorded and databased a vocabulary of the Fante dialect including possessive noun phrases and conjuga
tion of verbs. I integrated this Fante data with Asante data in order to make a foundation of comparative 
studies between the two dialects. Lastly, I did two presentations on the tone of Akan by comparing the Asa
nte and Fante dialects.
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１．研究開始当初の背景 

(1) アカン語（ガーナ: ニジェール・コンゴ

語族クワ語派）は、アフリカ諸語の中では比

較的研究されてきた言語であるが、資料は現

在も非常に限られている。辞書は、信頼のお

け るものと して は Christaller に よ る

Dictionary of the Asante and Fante 

Language Called Tshi (1933)が唯一のもの

であり、文法書も、包括的に扱われたものと

しては Christaller の A Grammar of the 

Asante and Fante Language called Tshi 

(1875)以外になく、音声、音韻論に関するも

の と し て も Dolphyne の The Akan 

(Twi-Fante) Language, Its Sound Systems 

and Tonal Structure (1988)、Schachter and 

Fromkin の A Phonology of Akan: Akuapem, 

Asante, Fante (1968)があるのみである。こ

れらの研究には不十分な点やデータの偏り

もある。Christaller (1933)以降のデータがほ

とんどないことや、動詞の活用形や所有名詞

句などの体系的なデータがないことも問題

である。報告者はこれまで、アカン語アサン

テ方言の記述研究に取り組んできた。博士論

文「アカン語アシャンティ方言の研究―特に

音韻を中心として―」(2006)執筆にあたり、

数千の語彙（派生語、複合語を含む）および

所有名詞句の声調、動詞の 8 つの活用形の声

調を収録、記述した。これに類する資料は他

にない。ただし、このデータには再チェック、

追加調査、編集などが必要である。 

(2) アカン語のデータの再構築が必要なも

う１つの理由は、先行研究で明らかにされて

いるように、アカン語に通時的変化が顕著な

ことである。その程度は、１方言の共時的研

究においても無視できないほど大きなもの

である。通時的変化は、共時的には方言差と

して現れる。通時的変化が指摘される主なも

のは、母音調和と声調である。しかし、アカ

ン語の記述研究において通時的変化の重要

性が認識されているにも関わらず、方言間の

体系的比較研究はこれまでほとんどなされ

ていないのが現状である。 

 

２．研究の目的 

(1) 上記を踏まえ、アカン語の 8 方言（アサ

ンテ方言、ファンテ方言、アクアペム方言、

アゴナ方言、ダンチラ方言、アセン方言、ア

チム・ボソメ方言、クワウ方言、アハフォ方

言）のうち、現地で標準語とみなされ、先行

研究でも取り上げられてきた 3 方言、すなわ

ちアサンテ方言、ファンテ方言、アクアペム

方言の共時的データを構築する。語彙だけで

なく、特に通時的変化が顕著である所有名詞

句や活用形の声調についても資料収集、デー

タ化する。最終的に、これを語彙集として刊

行する。 

(2) (1)により、アカン語研究における母音調

和、声調など歴史的変化が絡んだ問題に取り

組むための基盤を作る。同時に、そういった

未解決の課題への取り組みを開始する。 

 

３．研究の方法 

本研究の遂行にあたってとった方法は以下

のとおりである。 

(1) まず、これまで収集してきたアサンテ方

言のデータを分類・整理する。データの再チ

ェックを行いつつ、後に収集予定の他方言と

の比較にそなえ、品詞や母音調和・非調和の

別、声調タイプなどの情報を付す。また、必

要に応じて、東京在住のインフォーマントと

データの再チェックや追加調査を行う。さら

に、語彙集として刊行するために編集する。 

(2) ファンテ方言のデータを収集する。調査

は、ファンテ方言が話される沿岸部で行う。

アサンテ方言のデータに基づき、語彙、所有

名詞句、動詞活用形を中心とするデータを記

述、収録する。調査は、予備調査も含め、22

年度、23 年度、24 年度にそれぞれ約 1 か月

間行う。 

(3) (2)で収集したデータをエクセル上でデー



タベース化する。このとき、アサンテ方言の

データと並列させ、比較できるような形にす

る。 

(4) (2)のデータを用い、アカン語の通時的変

化、特に近年起こった通時的変化について考

察する。特に声調に関して通時的変化が絡ん

だ未解決の問題に取り組む。 

 

４．研究成果 

(1) ガーナ沿岸部における現地調査により、

これまで収集してきたアサンテ方言に対応

する、ファンテ方言の語彙および所有名詞形、

動詞活用形をすべて記述、収録、データ化し

た。この調査は、やむを得ず途中でインフォ

ーマントを変えなければならない状況が生

じるなどのトラブルがあり、当初の予定以上

に時間がかかったため、予定していたイース

タン州でのアクアペム方言の調査は、断念せ

ざるを得なかった。しかし、その点を差し引

いても、アサンテ方言とファンテ方言の体系

的なデータを構築し、両方言の比較研究の基

盤を整えることができた。 

(2) これまで収集してきたアサンテ方言のデ

ータの再チェック、追加調査、編集作業を行

った。ファンテ方言調査の過程で、逆にアサ

ンテ方言の再調査が必要な問題が浮上する

などしたため、作業は予想以上に時間がかか

ったが、編集、最終チェック作業はほぼ終了

に近づいており、早ければ今年の秋、遅くと

も今年度末までには語彙集を刊行できる見

通しである。残念ながら、アクアペム方言は

調査を実施できず、また、ファンテ方言のデ

ータは、おそらくインフォーマントが他言語、

他方言と接触していたために生じたと思わ

れる発音や声調面での不規則性や疑問点が

少なからずあり、複数方言を併記した語彙集

は断念せざるを得なかったが、アカン語‐英

語‐日本語の世界初の語彙集となり、また、

声調記号、名詞のクラスなどの情報も付した、

唯一の現代アカン語の語彙集となる。語彙集

が刊行されれば、アカン語やアフリカの言語

研究者だけでなく、ガーナで研究や仕事に携

わる多くの日本人にも役立ててもらえると

確信する。 

(3) アサンテ方言とファンテ方言のデータを

用いた対照研究により、2 回の学会発表を行

った。まず、7th World Congress of African 

Linguistics （於 カメルーン、ブエア大学）

では、Tonal Behavior of Heavy and Light 

Syllables in Akan Nouns と題し、伝統的に

言われているようにアカン語の声調負担単

位を CV、C としたのではアサンテ方言とフ

ァンテ方言の名詞の声調のパターンを説明

で き ず 、 Stewart (1976) の い う heavy 

syllableと light syllableを区別する必要があ

ると主張した。また、第 27 回日本音声学会

全国大会（於 金沢大学）では、「アカン語の

音節構造と声調負担単位」と題し、同じくア

サンテ方言とファンテ方言の名詞の声調に

焦点を当て、声調に関して１単位としてふる

まう CVS(V)と 2 単位としてふるまう

CVS(V)があることを指摘し、それぞれ/CVS/、

/CVSV/であると考えるのが妥当であると主

張した。 
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